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釜ヶ崎資料センター 松繁 逸夫 2007年司法修習生研修会
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ホームレスとは？

「ホームレス」は、ホームを失った状態を指し、人称ではない。
最近では、ホームレス状態にある人を、「ホームレス者」と表現する著作
もある。－例：ホームレス者の医療ニーズと医療保障システムのあり方
に関する研究／平成17年度 総括・分担研究報告書



「ホームレス状態」にあるとされる集団－EU加盟国の共通認識

①極度のホームレス状態にある人々（私的な住居homeをもたないすべての人々または世

帯）

②極度のホームレス状態に陥る危険のある人々（私的な住居を失う危険が間近に迫ってい

る人々または世帯）

③住宅をめぐる排除housing exclusion の状態にある人々（過密住宅、質の悪い住宅、剥

奪を受けた都市域での居住といった、住宅をめぐる排除の深刻な形態のもとで生活してい

るすべての人々）

【①の集団の中には日本で「野宿者」または「路上生活者」と呼ばれる人々のみならず、なんらか

の一時的滞在施設に入居している人、あるいは知人や親族の住居に泊まらせてもらっている人も含

まれる。･･･欧州におけるホームレス生活者支援のNPO（ひいてはホームレス生活者支援を担当す

る行政当局）がこうした広い概念を採用するようになったのは、上記の３つの集団の間の垣根が流

動的であり、③から②へ、②から①へという移行が実際に生じているからである。したがってそれ

は、より劣悪な状態への移行を未然に防止するような「予防的アプローチ」の必要性を示唆してい

るのであり、現に欧州各国では野宿状態やホームレス状態を予防するための施策が発展してきた。

「欧米のホームレス問題・上巻・第１編第３章・法律文化社】



ロンドン 東京２３区

人口 約730万人 約805万人

ホームレス状
態にある人々

28,589世帯
法の基準により
認定された
ホームレス

生活保護法による施設居住 893人

社会福祉事業法による宿泊所居住 3,402人

民間の簡易宿泊所（ドヤ） 8,892人

家賃滞納者（都営住宅だけ） 24,056世帯

住宅以外の建物に居住する準世帯 5,000世帯

老朽修理不能専用住宅居住世帯 24,100世帯

住居無く入院している社会的入院の
人々

？人

400～620人 野宿生活者 5,700人

「野宿生活者への居住支援」中島明子（和洋女子大学教授)

特定非営利活動法人西山夘三記念
すまい・まちづくり文庫ホームページの「レター12号（2001.06.01）」より作成・
東京は2000年数字

ワーキングプアー 人材派遣
フリーター

ネットカフェー
コンビニ
コインランドリー
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概略図

緩慢な適応過程



同居先が倒産・雇用保険が切れる・高齢で家業が･･

知
人
宅
同
居
な
ど

55歳・女性・東大阪
10年前から病気がちとなり、お金がなくなった。1年前から家を出て、トランク

一つで転々としている。

59歳・男性・？町
目が悪くなって働けなくなり、蓄えがなくなった。2年前より知人宅で世話に

なっている。知人の会社が倒産し、知人宅を出なければならなくなった

35歳・男性・大阪
雇用保険受給終了後アルバイトでつないだ。現在は友人宅に1ヶ月。友人が

引っ越すため居場所がなくなる。所持金1万円。

50歳・男性・大阪 失業中。父親の所に居候状態。日払いで即仕事に就けるところはないか。

43歳・男性・羽曳野
自営業を廃業。借金返済・離婚に向けて話し中。現在妻の実家に同居してい

るが、すぐに出なければならない。

？歳・男性・高石
兄は元々不登校・引きこもりで、数年前に母親が亡くなるまでは母親が面倒

を見ていた。現在まで1年間妹が援助。

家
賃
滞
納

41歳・男性・大阪

商売に失敗。妻子は実家。債務は銀行との間で返済を続けているが、かなり

返済が困難となってきている。体調が悪く、一旦会社に入ったが、「健康診断」

でひっかかり退職。

66歳・男性・大阪
一年前まで自営業。息子が一人いるが結婚しており、別世帯で、援助を求め

られない。夫婦とも年金がない。

58歳・男性・大阪
昨年12月会社（営業）をリストラされた。求職期間中家賃滞納となった。1月19

日に就職。給与の支払いは月末締めで2月10日払い。どうにかつなぎを。

2003年「野宿生活予防119番」・連合大阪・NPO釜ヶ崎支援機構 共催



野
宿
に
い
た
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
々

安定阻害要因発生

相
対
的
安
定
生
活
を
送
る
人
々

短
期
野
宿

長
期
野
宿

野
宿
生
活
者

阻害要因克服 条件悪化

一時的移行 死亡収入＝生活保護基準以下
家 賃＝4万2千円
生活費＝8万円

計＝12万2千円

収入＝生活保護基準以上

住居の喪失

安定した収入源の喪失

安定した人間関係の喪失

食の欠乏

野宿生活者は安定した住居を持た
ないし、食も欠乏しがちだ。

だから、人権が損なわれている。
当然、補填されるべき。

でも、人としての努力の評価抜きで
は・・・・・

の声も・・・・・







あいりん臨時緊急夜間避難
所
三角公園石舞台上から見た全

貌（最下段）。左写真はシャ
ワー。右及び上は内部、二段
ベット。光って見えるのは畳の
上に敷かれた断熱銀マット。
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腰掛け式便器も設置された。シャ
ワーの脱衣部分も部屋内に





路上生活者

浮浪者

青カン

野宿労働者

野宿者 野宿者

ホームレス

野宿生活者

ホームレス

建設土木産業

受注生産が主体で計画生産できない。

生産場所が移動する。

かっては景気対策として公共工事が実

施され、失業を緩和。

現場仕事は、天候に左右される。

大
手
ゼ
ネ
コ
ン

地元中小企業

特殊事業企業

下請けあるいはJV

職種別下請け企業

鳶・土工・大工・左官
鉄筋・電気設備
配管など

下請け協力企業

個人経営・班

人夫出し業者・手配師（人材派遣業者）

日雇労働者＝日々傭われ、日々解雇される



現金求人数推移ー西成労働福祉センター調べ
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運輸 建設業 製造業 その他 合計

『昭和３０年代後半、所得倍増計画以降から建設業における産業基盤の設備投資ブームに乗り、就労数は年々増加
している。ベトナム特需や貿易の活発化による、輸出入物資の増加は港湾・沿岸荷役の就労数を激増させ、東京オリン
ピックが開催された昭和３９年は全就労数の４５％を占め、昭和３０年代のピークを形成した。昭和４０年代にはいると
昭和４１年の港湾労働法の施行で、港湾荷役の合理化、近代化が進み港湾荷役への日雇労働者の比率は年々低下し
た。（略）しかし、一方、堺泉北臨海工業地帯の造成がすすむ中で、鉄鋼・化学・造船等の製造業における就労数が増
え、昭和45年には全就労数の40.2％を占めるまでになった。民間の大型設備投資ブームや万博関連工事等で昭和44

年の就労数は40年代前半のピークとなった。』西成労働福祉センターの事業報告（８２年２０周年特集号）
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日雇

正社員

パート・他

2002年9月29日府庁前野営開始から
2003年12月29日まで447日間

1日3食、1食当り400人平均としても延53万
6400食提供したことになる。1日250人がテン
トで寝たとすれば、延11万1750人に寝場所を
提供したことになる

中之島野営闘争

直前職 人数
日雇 14人
正社員 29人
パート 3人
アルバイト 8人
(空白) 3人
総計 57人

失業保険受給

野宿期間を示すグラフの飛び抜けた山は、年度替わりで、日雇い仕事が極端に減
少したことのあらわれです。正社員・パートから野宿への移動は、常に一定の人数
で存在していることがわかります。(2002年6月調査）

中之島の炊き出し

に並ぶ人達の中に

も、雇用保険を貰い

きってなお再就職

することができず、

現在は野宿を余儀

なくされている人達

がいます。



路上生活者

浮浪者
青カン

野宿労働者

野宿者 野宿者

ホームレス
野宿生活者

ホームレス

失業の受け皿としての日雇労働市場

失
業

ア
ブ
レ

野宿・アオカン

「バブル経済」の崩壊

日雇労働市場の縮小

失
業

不安定雇用の増大

ア
ブ
レ

ア
ブ
レ日雇労働者

日雇労働者

新日雇労働者

「ホームレス」の登場





2004年５月夜間宿所利用者アンケート
回答者 ８６９人

年齢
３０歳以下 0.5%
３０歳代 4.3%
４０歳代 12.1%
５０歳代 53.5%
６０歳代 28.5%
７０歳以上 1.2%

利用期間 平均値
今日が初めて 1.5%

～日前から 12.4% １０．９日前
～ヶ月前から 29% ３．２ヶ月前

～年前から 57.1% ２．７年前
利用頻度：ほとんど毎日＝６４．５％



西成労働福祉センター あいりん高齢日雇労働者等

５５歳以上

大阪府・大阪市

釜ヶ崎支援機構

登録

輪番紹介

雇用

就労現場

事
業
費
提
供

就労

提供

５５歳以下 0.6%
５５～５９歳 43.6%
６０～６４歳 43.4%
６５～６９歳 9.8%
７０歳以上 2.7%

2005年度登録者2,784人

夜間宿所 ６００人
テント・仮小屋 ２０６人
アーケード・軒下 １９１人
簡易宿泊所 ２２２人
アパート・マンション １１８人
その他 ９人

寝場所2004年５月　１，８８４人調査

＊１日５，７００円（弁当代を引くと５，３００円×月平均３日就労＝１５，９００円
＊2004年５月調査での平均月収＝２５，８１２円
＊１週間の内１食も食べられなかった日が１日でもあったもの＝２１２人（１１．３％）
＊１日１食食べているもの＝６０．６％
＊毎日３食食べているもの＝２７．８％



No1 No6 No7 No10 No4 No5 No9 No3 No12 No13 No2 No8 No11
0:00
0:30
1:00
1:30
2:00
2:30
3:00 睡眠
3:30
4:00
4:30
5:00
5:30
6:00 食事
6:30
7:00
7:30
8:00
8:30
9:00
9:30

10:00
10:30
11:00
11:30
12:00 仕事
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00
15:30
16:00
16:30
17:00 休養
17:30 娯楽
18:00 家事
18:30 買物
19:00 仕事
19:30
20:00
20:30
21:00 休養
21:30 娯楽
22:00 食事
22:30
23:00 3次
23:30 移動
0:00 睡眠

午前6時

正午

午後6時

①就寝形態
＊公園・路上－No1・No4・No8・No11・No13

＊簡宿（ドヤ）・シェルター－No2・No5

＊路上・シェルター・映画館・簡宿（ドヤ）－No3 ＊テント・仮小屋－No9・No12

＊友人アパート同居－No10 ＊簡宿（ドヤ）－No7

簡宿（ドヤ）－No6（参考・輪番外・ビッグイッシュー販売）



No.9氏・60歳男性の１日
①午前4時30分 起床

桜宮（源八橋付近）のテント。
②午前4時30分～午後12時
アルミ缶回収

門真（国道163沿い）。東中浜（城東区大阪城東側）
③午後12時～1時 休憩

大阪城
④午後1時～1時30分アルミ缶販売
大阪城の買い取り所でアルミ缶販売。１日当たり500～1000円。
⑤午後1時30分～2時30分買い物スーパー玉出
⑥午後2時30分～3時 昼食

桜宮テントで。ご飯・缶詰など。
⑦午後3時～4時30分 昼寝・釣り

テント前の川で。
⑧午後4時30分～5時30分 夕食準備・洗濯
⑨午後5時30分～6時30分 夕食 （ごはん・ラーメン・うどん）
⑩午後6時30分 ラジオ・寝る

電気がないし、余計なことを考えなくていいので早く寝るように
している。

その他：移動手段は自転車。最長移動距離20キロ。
広島出身。釜ヶ崎に来て5年。特掃月に3回。
アルミ缶20日、合わせて月収3万円。
中之島－高架下と追い立てられ、現在地に。
釣りが好き。広島ではチヌ釣りをしていた。
桜の木でウキをつくっている。
仕事が欲しい。特掃がなくなるとつらい。



No.12氏
・56歳男性の１日

①午前3時30分 起床 西淀川区中島城島橋付近仮小屋
②午前3時30分～9時30分 アルミ缶収集 西宮・尼崎・武庫川
③午前9時30分～10時 アルミ缶売却 東なんば（尼崎）・１日500～700円・週５日
④午前10時～午後12時 帰路・買い物
⑤午後12時～1時 昼食 魚・煮付け
⑥午後1時～6時 昼寝・水汲み（500メートル位）・洗濯・小屋改造修理
⑦午後6時～7時 夕食 魚・煮付け
⑧午後8時 寝る
その他：移動手段は自転車。

特掃月に3回。アルミ缶20日＝12000円。合わせて月収29000円。特掃の帰りに米を3~4キロ買って帰る。
長崎県五島出身。名古屋・大阪・横浜を経て釜ヶ崎に。在住17年。健康状態は少し悪い。年中風邪気味（昔、肺に水がたまってから）
盆前に6~7年ぶりに現金仕事を7日した。それで、最近はこちらで野宿している。
明日も現金仕事がありそうなので、小屋に帰らず、こちらで野宿する。



No.10氏・
62歳男性の１日

①午後11時 西成区内のアパート出発 アルミ缶収集のため台車を押して。片道4時間。
②午前2時～5時 アルミ缶回収と仮眠 東大阪・花園ラグビー場周辺
③午前5時～6時 朝食 コンビニのオニギリ
④午前6時～午後12時 アルミ缶回収と仮眠 帰路
⑤午後12時～1時 昼食 パン・ラーメン
⑥午後1時～4時 アルミ缶回収と仮眠 帰路
⑦午後4時～4時30分 アルミ缶売却 日本橋・文本
⑧午後4時30分～6時 センターのシャワーを風呂や代わりに利用
⑨午後6時～7時 夕食 アパートで友人と食べる
⑩午後7時～午後10時 テレビ・洗濯
⑪午後10時 寝る ここ数年、友人のアパートに同居。その他：移動手段は徒歩。

小学4年－1952（昭和27）年＝福岡県田川－炭坑の仕事3年。
19歳－1961（昭和36）年＝北九州・八幡製作所3年東京
31歳－1973（昭和48）年＝神戸・船内作業3年
45歳－1987（昭和62）年＝東京・羽田空港・地盤改良工事 半年 大阪・釜ヶ崎に
特掃月に3回。アルミ缶8日16000円、合わせて月収33000円。

健康状態は良好だが、足が少し悪い（神経痛）



No.8氏・57歳男性の１日

①午前4時 起床 信濃橋高速下
②午前4時～5時 朝食

センター周辺。2食分100円×2。仕事探し
③午前5時～午後7時 休憩

浪速公園・中央図書館・浪速図書館など。
公園に行ったときだけ昼食時々食べる。
インスタントラーメン。特掃に行ったときまとめ買いする。
④午後7時～10時 はいかい
難波・心斎橋。夕食探し。コンビニのタダ弁当。
⑤午後10時～寝る

信濃橋高速下
その他：移動手段は徒歩。最長移動距離10キロ。
特掃月に3回。月収約17,000円
イベントがある時（天神祭・十三花火・近くの区民祭り）にはアルミ缶集め。
その時は１日2,000円位になる。
２年前は四つ橋、電気科学館付近の高速下でテントを張っていた。
当時は、テントの横に自転車で集めた古紙・アルミ缶を保管して、
まとめて売りに行って収入を得ていた。
オリックスのホテル「ホワイトドーム」ができてから、
周辺の約60人と一緒に追い出された。
自転車は、放置自転車を乗っていたので、西成署に没収された。
そんなこんなで、アルミ缶集めをやらなくなった。
安心してテントを張れる場所が欲しい。
今年６月、ローラーボードの若者6人に襲われたが怪我はなかった。
健康状態は普通だと思うが、栄養不足で目が見えにくい。



No.11氏・56歳男性の１日

①午前6時30分 起床 靱公園のベンチ
②午前6時30分～11時 息抜き なにわ公園・中央図書館
③午前11時～午後12時 炊き出し

火曜日は靱公園・その他の日は釜ヶ崎（四角公園）
④午後12時～4時 中央図書館・公園

シャワー・洗濯＝週３回・センター
⑤午後4時～5時 炊き出し 釜ヶ崎（四角公園）。

週４回コンビニでパン２個（100円）
⑥午後5時～9時 息抜き 飛田・なんば
⑦午後9時 寝る 靱公園のベンチ あまり眠れない。
寂しいからネコを飼っている。
その他：移動手段は自転車。
特掃月に3回。特掃の後のビール（190円）が楽しみ。
四国愛媛出身。昭和41～42年名古屋就職。
昭和43年大阪・叔父の商売手伝い。水商売25年。その後建築。
平成9～11年滋賀の警備会社。釜ヶ崎に。
前職・警備員の時に頸椎損傷。
平成13～15年7月まで自彊館（滋賀）に入っていたが、
職員とのトラブルで退所。
現在も手足がしびれる。冬場仕事厳しい。
８月１５日午前３時頃、公園のベンチで寝ていたらコショウをかけられた。
交番に届けた。
来年もし特掃がなくなったら、アルミ缶収集でもしなければならない。



No.4氏・64歳男性の１日

①午前4時30分 起床
寝場所は日によって違う。玉出の高速の下か日本橋の軒下。

②午前4時30分～５時 朝食
センター周辺で100円弁当を購入。

賞味期限切れコンビニ弁当。
③午前5時～9時30分アルミ缶回収

淀川区・東淀川区方面に移動。アルミ缶回収。
④午前9時30分～11時30分 移動・アルミ缶販売
中之島の買い取り所でアルミ缶販売。
１日当たり800～850円、週４日稼働。
⑤午前11時30分～午後12時30分
昼食：センター周辺 200～250円弁当（ドカベン）
⑥午後12時30分～４時 昼寝他

住吉公園に移動。昼寝・公園の水道を使って身体ふき。
⑦午後4時～6時 夕食

センターへ移動。200円位。ラーメン・弁当（ドカベン）
⑧午後6時～7時30分 散歩
息抜きに堺筋本町あたり
⑨午後7時30分～8時30分 野宿場所探し
⑩午後8時30分 寝る

熟睡できない。
その他：移動手段は自転車。最長移動距離60キロ。
岡山出身。大阪万国博覧会の頃、釜ヶ崎に。
特掃月に3回。アルミ缶と合わせて月収3万円。
炊き出しは週に１回（土）利用。
身体の調子はあまり良くないが、医者には行っていない。
睡眠不足。栄養失調。
船場センタービルで１年くらい寝ていたが、ビル荒らしがあり、
ガードマンがうるさくなって、寝られなくなった。



No.1氏・56歳男性の１日
①午前6時 起床 阪急梅田茶屋町
②午前6時 朝食 コンビニで購入。
③午前7時～11時 雑誌

東梅田・大阪駅ビルでゴミ箱の本を探す。
④午前11時～12時 本販売 大阪駅ビル
⑤午後12時～午後4時

東梅田・大阪駅ビルでゴミ箱の本を探す。
⑥午後4時～5時 本販売 大阪駅ビル。
⑦午後5時～6時 休憩 大阪駅ビル。
⑧午後6時～8時

東梅田・大阪駅ビルでゴミ箱の本を探す。
⑨午後8時～9時 本販売 大阪駅ビル。
⑩午後9時～10時 休憩 ＪＲ高速バス休憩所
⑪午後9時～11時 夕食
阪急中央口弁当売り場（半額の弁当）
⑫午後11時～午前0時 段ボール探し
⑬午前0時 寝る 23:30に駅のシャッターが降りたら寝られる。
その他：移動手段は徒歩。最長移動距離6キロ。
梅田から釜ヶ崎までは約１時間。
特掃月に3回。本の売り上げは1,500～2,000円（月～金）。
月収約52,000円
炊き出しは月に2~3回利用。
以前3度、結核で入院した。
体調が悪いときに２日ドヤに泊まったらだいぶ楽になった。
やっぱりアオカンはしんどい。
4人グループで助け合っている。他の３名は55歳以下。
中之島の炊き出しがなくなって、ゴミ箱がどんどん減っている。
盆の間は週刊誌などが合併号となり、雑誌回収の仕事ができないので、
阿倍野付近で過ごしている。午後８時～翌午前５時＝四天王寺バス停路上で、
段ボール。午前５時～午後３時四角公園の炊き出し以外を過ごす。午後３時から８時＝阿倍野近鉄バス停椅子。



No.13氏・59歳男性の１日

①午前5時 起床 日本橋のアーケード
②午前5時～6時 散歩 センター・三角公園
③午前6時～7時 朝食 三栄食堂（かやくご飯）
④午前7時～午後12時 ぶらぶら 今宮文庫・センター１階
⑤午後12時～1時 昼食 ふるさとの家・カップラーメン
⑥午後1時～6時 ふるさとの家・休憩・昼寝
⑦午後6時～7時 夕食 日本橋・松屋「ぶた丼」290円
⑧午後7時～8時 散歩 日本橋
⑨午後8時 寝る 日本橋か船場（あまり寝られない）
船場の方はそうでもないが、日本橋は危ない。
昨夜も、午前３時頃、若者４～５人に尻を蹴られた。
大衆演劇状の荷物運び＝月２回12000円と
特掃３回で月29000円。
月極のコインロッカー1500円を利用。
兵庫出身－漬け物屋－運送屋－釜ヶ崎30年

No.7氏・64歳男性の１日

①午前3時30分 起床 ドヤ
②午前3時30分～4時 仕事探し センター
最近は月に10日位東大阪のフジタ組に行っている。
賃金１万円、朝昼付き
③午前4時～5時 移動 東大阪へ
④午前5時～6時 フジタ組で朝食（ごはん・みそ汁）
⑤午前6時～8時 移動・現場待機
⑥午前8時～午後12時 現場で仕事
⑦午後12時～1時 昼食 給食弁当・休憩
⑧午後1時～5時 現場で仕事
⑨午後5時～6時 移動・帰路
⑩午後6時～7時 洗濯（コインランドリー）
⑪午後7時～8時
夕食（500～1000円・うどん・そば・フライ物）
⑫午後8時～10時 ドヤでテレビ
⑪午後10時 寝る ドヤ
その他：移動手段は徒歩。
釜ヶ崎に来て40年。もうあきた、田舎で暮らしたい。
西成の「アンコ」は女性との出会いがない。
知り合いに17000円借金がある。
身内以外からの借金は絶対返す。
気になってしょうがない。
仕事で信頼してもらうために、自分でできる限りは、
ベストを尽くすようにしている。









「野宿生活者は気楽」は、本当かー路上死の現実
「大阪市における野宿者死亡調査」

2000年の路上死 213例の分析結果から････

野宿者死亡の発見地区

淀川区
3%

住之江区
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餓死及び凍死者の年齢
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40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

 

30歳未満 2人
30～39歳 8人
40～49歳 34人
50～59歳 87人
60～69歳 69人
70～79歳 10人
80歳以上 3人

死亡時年齢

野宿生活者死亡発見時の所持金

1万～10万円
未満, 10人

3千～1万円
未満, 7人

千～3千円未
満, 11人

500～千円未
満, 6人 100～500円

未満, 13人

100円未満,
34人

10万円以上,
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死因 観察死亡数 標準化死亡比

総死因 209 3.56
心疾患 38 3.34
自殺 29 6.04
肺炎 18 4.52
結核 13 44.42
肝炎・肝硬変 12 4.12
脳血管疾患 10 1.13
悪性新生物 7 0.25
胃・十二指腸潰瘍 3 8.57

大阪市野宿者（男）の標準化死亡比

（2000年全国男＝１）

＊男の209例を対象とし、総数は1998年の大阪市内野
宿生活者概数調査結果の8660人とした。

 発見場所 人数 パーセント

路上 111人 52.1%

公園 51人 23.9%

河川敷 17人 8.0%

駅・地下街 11人 5.2%

水中 4人 1.9%

空き室 3人 1.4%

その他 16人 7.5%

パーセント

テント 39人 19.1%

布団・毛布 23人 11.3%

段ボールハウス 19人 9.3%

車両 9人 4.4%

小屋 8人 3.9%

空き室 3人 1.5%

その他 7人 3.4%

不詳 96人 47.1%

死亡直前の生活状況

 

「大阪市における野宿者死亡調査」研究者

黒田研二（大阪府立大学・社会福祉学部）

坂井芳夫（大阪府監察医事務所）

逢坂隆子（四天王寺国際仏教大学国際仏教研究所）

的場梁次（大阪大学大学院社会医学専攻法医学講座）

※研究と資料提供にこの場を借りて謝意を表します。

「標準化死亡比」というのは耳慣れない言
葉ですが、「総死因」を例に単純に説明す
ると、野宿生活者は、そうでない人々の
3.56倍高い確率で死んでいるということに
なります。



『路上での死は、人の死の一つの形態であり、個人の生き方・個人のそれまでの生

き様に関わることであり、人権問題一般で語ることはできない。

路上で死を迎えたからといって、その人の一生が、不幸であったとはいえない。一

生懸命生きた結果であれば、他人が評論すべきことではない。』
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